
 単位の修得方法    令和５年度版(聖徳大学 免許法認定公開講座) 
【Ａ】一種免許状取得希望の方  

・受講対象者：●幼稚園・小学校・中学校・養護教諭二種免許状所有者で、教員在職年数を基礎資格として一種免許状を取得希望の方。 

＜表 1＞二種免許状取得後の在職年数による必要単位数(教育職員免許法 別表第３、第６) 

取得希望の免許状 所有免許状 
所有免許状取得後の教員在職年数と必要単位数 

在職年数 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 10年 11年 12年以上 

幼・小・中一種免 幼・小・中二種免 
必要単位数 

─ ─ 45 40 35 30 25 20 15 10 

養教一種免 養教二種免 20 15 10 10 10 10 10 10 10 10 

※養護教諭の「養護に関する科目」は当面開講の予定はありません。 

 

【Ｂ】隣接校種免許状(幼稚園・小学校二種)取得希望の方  
・受講対象者： 

  ●幼稚園教諭二種免許状→小学校教諭普通免許状を取得後、小学校で３年以上の教員在職年数がある方。 

  ●小学校教諭二種免許状→幼稚園教諭普通免許状または中学校教諭普通免許状を取得後、当該学校で３年以上の教員在職年数がある方。 

              当該学校での教員在職年数とは、例えば中学校教諭普通免許状を取得後に中学校教員として勤務した年数を意味します。 

＜表２＞隣接校種免許状取得の必要修得単位の内訳(教育職員免許法 別表第８、教育職員免許法施行規則 第 18条の２) 

(表２-１) 

取得希望の免許状 所有免許状 在職年数 必要単位数 保育内容の指導法 

幼二種免 小学校普通免 ３年以上 ６ ６ 

(表２-２) 

取得希望の免許状 所有免許状 在職年数 必要単位数 

各教科の指導法に関する科目又は教諭の教育の基礎的理解に関する科目 

各教科の指導法 
道徳の理論及び

指導法 

生徒指導、教育相談、進路指導 

及びキャリア教育の理論及び 

方法の科目 

小二種免 幼稚園普通免 ３年以上 13 10 １ ２ 

小二種免 中学校普通免 ３年以上 12 10 ─ ２ 

※各教科の指導法は国語(書写を含む)、社会、算数、理科、生活(注)、音楽、図画工作、家庭、体育および外国語のうち５以上の教科の指導法 

について各２単位以上(計 10単位)を修得する必要があります。(注)幼免所有者は生活、中免所有者は免許教科に相当する教科を除く。 

※取得希望の免許状に関連のある学校での教職経験がある方は単位の減免がある場合があります。事前に都道府県教育委員会にご確認ください。 

 



【Ｃ】栄養教諭免許状取得希望の方  
・受講対象者： 

●基礎資格である管理栄養士免許（含む管理栄養士養成施設の課程を修了し、栄養士免許を取得）または栄養士免許を取得後(注)、下記(Ⅰ)(Ⅱ) の 

いずれかの条件を栄養職員満たし、学校として３年以上(教諭または養護教諭の普通免許状所有者は在職年数１年未満でも可)の勤務経験がある方。 

(Ⅰ)学校給食法第７条に規定する職員(学校栄養職員)として現在勤務している方。 

(Ⅱ)将来、再び学校栄養職員として勤務することが想定される方(教育委員会事務局において学校給食の指導を担当されている方など)。 

(注)管理栄養士免許取得前(基礎資格取得前)に修得した単位は、栄養教諭一種免許状取得のための単位としては原則認められません。事前に都道府県 

教育委員会に確認し、単位修得開始時期をご検討ください。 

 

＜表３＞栄養教諭免許状取得の必要修得単位の内訳(教育職員免許法 附則第 17項、教育職員免許法施行規則 附則第６項) 

(表３-１)学校栄養職員で、教諭または養護教諭の普通免許状をお持ちの方 

取得希望の免許状 所有免許状 在職年数 必要単位数 栄養に係る教育に関する科目 

栄養教諭一種免 管理栄養士免 幼・小・中・高・養護教諭普通免 １年未満でも可 ２ ２ 

栄養教諭二種免 栄養士免 幼・小・中・高・養護教諭普通免 １年未満でも可 ２ ２ 

 

(表３-２)学校栄養職員として３年以上の勤務経験があり、教諭または養護教諭の普通免許状をお持ちでない方 

取得希望の免許状 所有免許状 在職年数 
必要 

単位数 

第２欄（栄養

に 

係る教育に関

する科目） 

養護教諭・栄養教諭の教育の基礎的理解に関する科目等 

第３欄(教育

の基礎的理解

に関する科

目) 

第４欄(道徳、総合的な

学習時間等の内容及び

生徒指導、教育相談等

に関する科目) 

第５欄(教育

実践に関する

科目) 栄養教

育実習 

計 

栄養教諭一種免 管理栄養士免 ３年以上 10 ２ １以上 １以上 １以上 ８ 

栄養教諭二種免 栄養士免 ３年以上 ８ ２ １以上 １以上 １以上 ６ 

※非常勤講師として１年以上の栄養指導勤務経験を有することを証明できる方は、教職に関する科目の単位を栄養教育実習に替えられる場合があります。 

該当する方は事前に都道府県教育委員会にご確認ください。 

 

※次の講座は、令和５年度（冬期）免許法認定公開講座で開講する予定です。 

教職（第３欄）幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程・・・『発達心理学』 

教職（第４欄）生徒指導の理論及び方法、教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法・・・『生徒指導論』 

 

※令和６年度以降「栄養に係る教育に関する科目」及び「栄養教育実習」の開講は未定です。 

 

 

 



 本学で栄養教育実習をご受講希望の方  

 詳細は、「栄養教育実習要項」をご用意でき次第(毎年７月以降)、お送りしてご案内いたします。栄養教育実習をご希望の方は、メール( soa@seitoku.ac.jp ) 

宛に「栄養教育実習要項希望」の件名で ①氏名 ②住所 ③電話番号を明記の上、実施要項をご請求ください。本学における受講条件は下記の通りです。 

 

本学の栄養教育実習 受講条件 

栄養教育実習以外の全ての必要単位を修得済み、または実習開始前までに修得見込み(受講済み)である方。 

 ※本学以外で修得または修得見込みの単位については、お申込みの際に確認できる書類(単位修得証明書、受講許可書などの写し)を添付してください。 

伝染病疾患がない方。 ※勤務先で細菌検査を受けていない方は、お申込み前に各自で必ず検査を受けて結果報告してください。 

妊娠中でない方。 

勤務校以外の実習校を自己開拓し、お申込みの際に実習受け入れ内諾書を提出できる方。  

※手順や必要書類は、お送りする「栄養教育実習要項」に含まれております。 

９月から１２月までの間に５日間３０時間以上、勤務校以外で実習できる方。 

※日数は、原則連続した５日間になります。 

※実集中は勤務校との兼務はできません。 

 

【諸注意】 

・勤務外で教育実習を受けることに対する理解を得る必要がありますので、学校勤務の方は校長に許可を受けてから実習校開拓を始めてください。 

・受講料(20,000円)は実習校の内諾を得て、必要書類(栄養教育実習受け入れ内諾書等)準備完了後にお振込みください。 

・実習校にお渡しする実習謝礼金について、実習校の学校長にお伺いする書類は、お送りする「栄養教育実習要項」に含まれております。 

・お申込み受付後、本学から実習校の学校長宛にご依頼書を郵送いたします。  

 ・８月下旬に事前指導を開講します。事前指導の受講は必須です。事前指導にて栄養教育実習日誌を配布いたします。 

 ・実習終了後、実習日誌とレポートを３週間以内にご提出いただきます。 

・事後指導を１月下旬～２月上旬の土曜日に実施します。単位認定は事後指導終了以降になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【Ｄ】特別支援学校教諭(知的障害者、肢体不自由者、病弱者の３領域)免許状取得希望の方  
・受講対象者： 

●二種免許状は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭の普通免許状で３年以上の教員在職年数がある方。 

●一種免許状は、二種免許状取得後、特別支援学校の教員として３年以上の勤務経験がある方。※二種免許状に定められた領域のみ上進することができます。 
 
＜表４＞特別支援学校教諭免許状取得の必要修得単位の内訳(教育職員免許法 別表第７) 

(表４-１)聖徳大学の開講科目における必要修得単位の内訳 

取得希望の免許状 所有免許状 在職年数 
必要 

単位数 

第１欄

(基礎理

論に関す

る科目) 

第２欄(特別支援教育領域に関する科目) 
第３欄(特別支援教育領域以外 

の領域に関する科目) 

知的障害者 

 ※(Ⅰ)(Ⅱ)  

肢体不自由者 

※(Ⅰ)(Ⅱ) 

病弱者 

※(Ⅰ)(Ⅱ) 
その他の障害領域 

特支教諭一種免 
特支教諭 

二種免 
３年以上 ９※ １ ２ ２ ２ ２ 

特支教諭二種免 
幼・小・中・高 

教諭普通免 
３年以上 ９※ １ ２ ２ ２ ２ 

※(Ⅰ)心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目 (Ⅱ)心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目 

※(教育職員免許法 別表第７)に定める３領域(知的障害者、肢体不自由者、病弱者)の免許取得に必要な最低修得単位数は６単位です。しかし、聖徳大学では 

第２欄に関して必要事項を含むために、各領域それぞれにて、(Ⅰ)を１単位、(Ⅱ)を１単位の両方、計２単位の修得が必要です。そのため３単位増の９単位

が、最低必要単位数になります。 

本学では、（例）知的障害者領域の場合･･･【心理・生理及び病理に関する科目】「知的障害者の心理・生理・病理」（１単位）＋【教育課程及び指導法に関する 

科目】「知的障害者教育」（１単位）の計２単位が必要です。 

※聖徳大学で開講しているのは特別支援教育５領域のうち、「知的障害者」、「肢体不自由者」、「病弱者」の３領域です。「視覚障害者」「聴覚障害者」の領域は 

当面開講予定がございません。聖徳大学では特別支援学校教諭免許状取得に必要な科目の一部しか開講しておりません。 

(表４-２)聖徳大学での開講状況 

特別支援教育に関する科目 聖徳大学における開講科目名 

第１欄 特別支援教育の基礎理論に関する科目 障害者教育論 

第２欄 
特別支援教育領域に 

関する科目 

(Ⅰ)心身に障害のある幼児、児童又は生徒の 

心理、生理及び病理に関する科目 

知的障害者領域 
(Ⅰ)知的障害者の心理・生理・病理 

(Ⅱ)知的障害者教育  注【Ⅰ、Ⅱ両方必要】 

肢体不自由者領域 
(Ⅰ)肢体不自由者の心理・生理・病理 

(Ⅱ)肢体不自由者教育 注【Ⅰ、Ⅱ両方必要】 
(Ⅱ)心身に障害のある幼児、児童又は生徒の 

教育課程及び指導法に関する科目 病弱者領域 
(Ⅰ)病弱者の心理・生理・病理 

(Ⅱ)病弱教育     注【Ⅰ、Ⅱ両方必要】 

第３欄 

免許状に定められる 

こととなる特別支援 

教育領域以外の領域 

に関する科目 

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の 

心理、生理及び病理に関する科目 
その他の障害領域 

ＬＤ等教育総論 

※中心となる領域は重複・ＬＤ等領域 心身に障害のある幼児、児童又は生徒の 

教育課程及び指導法に関する科目 

 


